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•研究データ利活用協議会（RDUF）の下に設置された「研究
データのライセンス検討プロジェクト」小委員会では、2019年
3月に研究データに付与する適切な利用条件を選択するための
ガイドライン案を策定した。本セッションでは、ガイドライン
案の策定に当たっての議論を紹介するとともに、多様な背景を
持つ各機関での利用に耐えうるかどうか、機関のデータ管理に
携わる方々から意見をいただく。
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•簡単な経歴
• 1991年、理学博士 (天文学)、専門は主に人工衛星を用いたX線天文学

• 1992年からNASA にてX線天文データアーカイブ開発・運用

• 2005年からISAS/JAXAにて宇宙科学データアーカイブ開発・運用

• 主にX線天文学の研究、大学院教育（東大天文教室）
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•私が見てきた「オープンサイエンス」
• インパクトの大きな間違った結果はオープンでないデータから生まれ
る
• 宇宙背景放射の黒体放射からのずれを「発見」、宇宙科学研究所(1988年)
• 超新星残骸からTeVガンマ線の「発見」、宇宙線研究所(1998年)

• 今では、短い占有期間の後に天文衛星データは「オープン」になる
• データがオープンであることはあたりまえ。結果を再現または検証できる。

• データをオープンにすることで多くの成果が生まれる
• 日本の「あすか」衛星のアーカイブを日米協力で開発。30以上の国から1500本
以上の投稿論文

• NASAデータポリシーは非常にオープン(NASA Policy Derivative 
2230.1)
• NASAは著作権を主張しない（http://jda.jaxa.jp/nasa_guideline.php）
• ハッブル宇宙望遠鏡の画像が宗教の宣伝パンフレットに！

• JAXAのデータは(NASAに比べて)使いにくい
• JAXAは著作権者
• 原則として許可制、商業利用不可(http://jda.jaxa.jp/service.php)
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• 2017年「科学データ専門委員会」が発足

•データポリシーの必要性を認識、策定開始

• 2018年3月、研究所会議で承認

• 2018年5月、日本語・英語でISAS HPの下で公開
• http://www.isas.jaxa.jp/researchers/data-policy/

• http://www.isas.jaxa.jp/en/researchers/data-policy/

• 英文は日本人の英語専門家、ISASのイギリス人研究者、アメリカ人研
究者がチェック

「宇宙科学研究所のデータポリシー 」に
ついて
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ISASのデータポリシー策定の背景

•以下、「ISASのデータポリシー 」と対比させて、上記委員会
で議論した内容の一部を示す

•データポリシーは赤い四角で囲んだ
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宇宙科学研究所のデータポリシー
（全文；脚註は除く）

1. 本ポリシーが対象とするデータの定義
以下では、「データ」とは、宇宙科学研究所が保有する、広
い意味で科学的な価値を持つ情報であり、特定の物理的な媒
体に依存せずに、汎用的・長期的に利用できるものを指しま
す。汎用的な利用を想定していない個人的なメモや写真など
の情報、研究グループの非公式のレポートや会議録、長期的
利用を想定していない一時的な情報、物理的な実体としての
サンプルなどは、このポリシーの対象となるデータには含ま
れません。
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何が「データ」で「データでないか」の判断基準を提示

「宇宙科学研究所が保有するデータの取り扱いに関する提⾔」補足資料より 8



2. 非公開データ、公開データの定義

宇宙科学研究所は、本ポリシーが対象とするデータについて、
個別の状況に応じて、データ毎に「非公開」とするか「公開」と
するかを定めます。

•非公開データ：限定的な範囲・期間における利用を意図して作
成されたデータ。

•公開データ：非公開データ以外の、誰でも⾃由に取得し、利用
できるデータ。
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公開か非公開かの区別は非常に重要

•今まで、公開しても良いかどうかわからないデータがたくさん
あった

•今後は、そのような曖昧な位置づけは許されない

• ISASのデータは、必ず公開か非公開かの、どちらかに分類する
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3. 公開、非公開の考えかた

宇宙科学研究所は、論文や学会等で発表された結果を再現するために必要
なデータ等、科学的成果のエビデンスとなるデータを公開します。それ以
外のデータについても公開を原則としますが、以下の場合に限って、デー
タを「非公開」とします：

• 公開することによって、個人情報の保護や公共の安全等に⽀障がある場合。

• 公開することによって、デメリットが発生する可能性がある場合。
• たとえば、データ処理が不完全であることが明示されておらず、それを使って間
違った結果が発表される可能性がある場合。

• 公開しないことによって、メリットが期待される場合。
• たとえば、データの取得や作成を⾏った研究チームに、一定期間占有利用させるこ
とによって、優位性を付与する場合や、データの利用権を他機関との交渉材料にす
るなど、戦略的な利用価値がある場合。
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非公開データの例

•ロケットと地上局間の通信周波数 (公共の安全等に⽀障)
• 公開文書についても、一部を墨消し

•公開しないことによって、メリットが期待される例
• 探査機のクリティカル運用に関わる工学的データ、

• 膨大な計算によって得られた、将来の月着陸検討に関わるデータ等

• 海外の宇宙機関との交渉などに、戦略的に利用できる可能性がある
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•宇宙科学研究所は、原則として、非公開データの存在を、それ
を非公開とする理由とともに、明示します。ただし、データの
存在を公開しないことにメリットがあると考えられる場合には、
その存在を公開しない場合もあります。非公開データについて
は、利用範囲と非公開期限を定め、その後、公開に移⾏するか、
非公開を続けるか、あるいは廃棄するかを判断します。

•衛星、探査機、大気球、観測ロケットなどによる観測データに
ついて、装置チームが機器較正を⾏ったり観測提案者が占有利
用したりするための非公開期間が必要な場合、その⽬安はデー
タ取得後から約1 年です。
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「非公開」データの利用･保管について

•誰も使わない非公開データ、は論理的にありえない！

•非公開データを永久保管は意味がない！

•いままで非公開で何十年も放置されてきたデータがあった

•非公開データの担当者、利用範囲、保管期限を定義することを
ルール化した。

•非公開期限が過ぎたら、公開に移⾏する、または廃棄する
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4. 公開データのポリシー

宇宙科学研究所は、公開データが広く利用されることが科学の進歩に
つながるとの信念に基づき、以下の方策を実施します：

• 公知の知識のみで公開データを利用できるように、適切なデータ処
理やデータの説明を⾏います。

• 公開データは、利用できる状態で、長期間（最低30年）保管します。

• 必要な公開データを簡単に見つけ、使いやすくするためのサービス
を無償で提供します。

• 永続的な識別⼦を用いるなどして、公開データを引用しやすくしま
す。
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科学データ公開のFAIR 
principleに準拠
Findable
Accessible
Inteorperative
Reusable

https://www.nature.com/articles/sdata201618

「恒久的に」という意見もあったが、議
論の末、現実的な期間とした

（「ぎんが」衛星のデータは1987年〜）

https://www.nature.com/articles/sdata201618


5. 公開データ利用の際のルール
• 公開データを利用する際には、以下のルールに従ってください。なお、
このルールは政府標準利用規約（第2.0 版)に準じたもので、クリエイ
ティブ・コモンズ表示4.0 国際 (CC BY 4.0) と互換性があります：

• 公開データは、原則として、営利⽬的、非営利⽬的を問わず、複製、
送信、加工も含め無償で利用できます。ただし、一部のデータについ
ては、宇宙科学研究所以外の第三者が用途を制限している場合があり
ます。

• データの利用に関しては、「宇宙航空研究開発機構・宇宙科学研究
所」または「ISAS/JAXA」と出典を明示してください。さらに、デー
タによっては、その取得・整備・公開等に関わった個人や組織が出典
の明示を要求している場合もあるので、利用者の責任において、それ
に従ってください。

• 公開データを加工して利用する場合には、加工したという事実を明記
するとともに、できる限り、どのような加工を⾏ったかを示してくだ
さい。

• 宇宙科学研究所は、利用者がデータを用いて⾏う一切の⾏為について
何ら責任を負うものではありません。
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公開データの利用について
• 改変可。データ解析で改変するのは当たり前。

• 商業利用、無条件で可
• Nature, Scienceなどの商業誌は科学データを使った出版で商売をしている！
• 過去に、JAXAに申請して「かぐや」データを使ったソフトウェア会社は、デー
タ利用料金はゼロ(!)だが、毎年JAXAに販売実績報告が義務づけられている

• 最近、グリー社と「かぐや」データを使ったプロジェクトを開始した

• データの利用条件はつけない
• 「科学」なので、データをどう使って、何を言っても良い
• データを利用した結果（論文、発表）は、科学的・客観的な評価を受ける。
• 「間違った」結果の責任は利用者にある（何が間違いかどうかも⾃明ではない）

• 政府標準利用規約（第2.0 版)、クリエイティブ・コモンズ表示4.0 国際
(CC BY 4.0)と同様の考え
• データポリシーは⾃分たちで考えたものだが、広く用いられている「共通言語」
を引用した。
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•以上、ISAS(宇宙科学研究所)の状況

•以下、JAXA(宇宙航空研究開発機構)の状況
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http://www.jaxa.jp/policy_j.html

「ISASのデータには適用
されない」ことを明示す

るよう依頼中
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「ISASのデータには適用されな
い」ことを明示するよう依頼中
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以前は商業利用不可）

http://jda.jaxa.jp/result.php?lang=j&id=f4cd337418ba7e5d811d7aa95bda285e

ご利用にあたってのご注意
改変の禁止：
原作のイメージを損ねる改変
は禁止します。改変とは、図
版、画像、音声、映像等のト
リミング（例えば、縦横の比
率を変更することや、原作の
イメージを著しく損なうトリ
ミング、はめ込み⾏為等）や、
一部の色を変更・反転させる
こと等の⾏為も含まれます。

http://jda.jaxa.jp/service.php

これでは解析・出版できない！
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• JAXAの「データポリシー」がない。それを考える部署がない
• 何がデータか？JDAに置かれている個人の写真、記者会見の写真などは「データ」か？
• 何を何のために公開するのか？（なぜ個人の肖像写真を公開する?? ）

• 成果の「有償」利用について
• 「業務方法書」 27条に、「技術移転等の成果の活用は、原則として有償とし」とある。
• 科学データを使った商業出版社がある(JAXAのデータを無償で提供、論文投稿は有償)
• ビジネスモデルのない有償利用はありえない
• 事務手続きにかかる人的コストの方が高い

• 公序良俗等について
• 「知的財産の利用許諾手続き要領」より知的財産の利用許諾を⾏う場合の基準

• 公共の福祉に違背しないこと、公序良俗に反するものでないこと、機構の信用を損ねないこと、等

• JAXAデジタルアーカイブ、「素材をご利用いただけない用途」
• 団体の活動を応援するための利用、公序良俗に反する利用、 JAXAの組織イメージを低下させる利用等

• 何が公共の福祉、公序良俗か？誰が判断する？なぜ機構の信用にこだわる？

• JAXAのデータがオープンでないことで利益を得ている団体がある
• 「 JAXAのデータの利用手続き事務」を仕事にしている

オープンデータ利用に関するJAXA内の状況
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http://jda.jaxa.jp/service.php http://jp.alos-pasco.com/

データがオープンになれば、必要がなくなる仕事がある（それで困る人がいる）。
しかし、より大きなビジネスチャンスやイノベーションが生まれる。
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「研究データのライセンス表示ガイドライン
（草案)」へのコメント
•誰が、誰のために、何を⽬的として書いた文書か、わかりにく
い？
• 誰が：「研究データ利活用協議会」の位置づけ？

• 「権限」を持たない？議論する組織？

• JSTは予算配分する組織

• 文科省、JSPS（学振）との関係？

• 誰のために：データセンター？個々研究者？

• 何を⽬的に：トラブルを防ぐため？データ利活用を促進するため？
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コメント続き

• データベースやリポジトリなど、複数のデータに対するライセンス
指定を⾏いたい方は…「関連法制の専門家に助言を求めることを推
奨」
• 法制（著作権等）に関する助言が欲しいのだが。。。

• 「組織・機関による利用条件の表明に当たっては、より包括的な
データポリシーの策定をご検討ください」
• このガイドラインは役に立たない？

• 「データとは何か？」
• 非研究データ、メタデータ、メタ情報、第三者が作成したデータ、著作物、
使用環境、etc

• 整理が必要？

• CCや政府標準利用規約(第二版)との違いは？
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